






























































































2茶の二倍であるが、手に入れるのが難しいのは惜しいことで、自ら人を雇って摘ませる方がよい。また、浙江の六安という茶の質は逸品だが、どんなに茶葉の質が良くても、うまく炒ることができなければ、よい香も出ない上、渋くなってしまう。茶の本質はすぐれたものである。たとえば杭州の本物の龍泓（すなわち龍井）茶は、天池茶も及ばない。うまく炒ることができる は山中にわずか一 二家ほどしかな 。近くの山にうまく焙ることのできる僧も何人かはいるが、やはり龍井で産した茶葉を使 のが最 よい。龍井山（の茶畑） 十数畝にすぎず、この山以外でも茶を産す が、龍井茶 は及ばない。付近のまがい物はまだ許容範囲だが、とりわけ北山西溪で産す 茶は、すべてまがいものの龍井茶である。したがって杭州の地元 人 さえも本物の龍井茶の味がわかる者はたいへん少なく、そ ため本物といつわる茶葉 とても多いのだ。天が龍井に美泉をつくり この山にはお しい泉があるからこそ、山泉にふさわしいおい い茶を産した である ほか 産地の茶と比べなければ、天池の龍井茶が最 すぐれており こ ほか天竺 、霊隠茶が龍井茶の次にくる。臨安（浙江省臨安市） 、於潜（浙江省臨安市於潜鎮）天目山（浙江省臨安市） 、舒州（安徽省安慶市潜山県）で産す がその後に続く。
浙江以北で産する茶葉はいずれもすぐれている。閩廣（福建・広東省

























 火井思安茶：宋 年の『九域志』 〝臨邛有火井茶場、 邛州貢茶、造茶成餅、二
两
重、印龍鳳形於上、飾以金箔、每八餅為一斤入貢、俗称

























































































































































































































































































































































































































 総貯茶器：文震亨『長物志３』 「品茶」 （訳注・荒井健、他）の項で〈烏府、雲屯、苦節、建城〉が取り上げられている。ここでの によれば 「烏府は竹製の炭取り、雲屯は磁器の水差し、苦節、すなわち苦節君は竹製茶炉、建城は蒲の若葉製の茶の密封容器である。これらの呼称は銭椿年
『製茶新譜』に付載→顧元慶『茶譜』 → 『遵生八牋』 → 『考槃余事』巻４・茶具と引用が受け継がれる。 （抜粋） 」という。
参考文献篠田統・田中静一編著『中国食経叢書
　
上・下』一九七二年
　
書籍文物流通会
青木正児『中華茶書』一九七六年
　
柴田書店
布目潮渢、中村喬訳注『中国の茶書』一九七六年
　
平凡社
趙立勛等校注『遵生八牋校注』一九九四年人民衛生出版社
　
倪泰一・兪熾陽他訳『遵生八牋―白話全訳』一九九四年
　
重慶大学出版社
布目潮渢『中国喫茶文化史』一九九五年
　
岩波書店
張科編著『説泉』一九九六年
　
浙江摄影出版社
阮浩耕、沈冬梅、于良子点校注釈 国古代茶葉全書』
　
一九九九年
　
浙江
摄
影出版社荒井健、他『長物志３―明代文人の生活と意見』二〇〇〇年
　
平凡社
徐海栄主編『中国茶事大典』二〇〇〇年
　
華夏出版
布目潮渢『茶経詳解』二〇〇一年
　
淡交社
張哲永他主編 中国酒茶辞典』一九九一年湖南出版社鞏志主編『中国貢茶』二〇〇三年
　
浙江摄影出版社
胡小軍『茶具』二〇〇三年
　
浙江大学出版社
阮浩耕、董春暁主編『茶経図説』二〇〇三年
　
浙江摄影出版社
中国茶葉博物館総主編『中国茶具百科』二 八年
　
山東科学技術出版社
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（図11『中国古代
茶葉全書』より）
